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八
月
十
五
日
は
日
本
全
国
が
先
の
大

戦
に
思
い
を
は
せ
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
不
戦
の
誓
い
を
あ
ら

た
に
す
る
日
で
あ
る
。 

戦
後
八
十
年
、
私
た
ち
の
意
識
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
サ
マ
チ
ャ
レ
に
申
込

み
に
来
た
学
生
を
中
心
に
戦
争
や
平
和

へ
の
意
識
調
査
を
行
い
、
１
１
０
人
か
ら

回
答
を
得
た
。 

「
戦
争
と
聞
い
た
と
き
に
イ
メ
ー
ジ
す

る
も
の
」
は
、
「
広
島
や
長
崎
の
原
爆
被

害
」
が
71

％
と
一
番
多
く
、「
今
世
界
で

起
こ
っ
て
い
る
戦
争
」
が
15

％
だ
。
ま

た
、「
長
野
空
襲
」
を
半
数
の
人
が
知
ら
な

か
っ
た
。 

 

戦
争
と
は
何
な
の
か
、
な
ぜ
戦
争
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
戦
争
の

歴
史
を
学
び
、
歴
史
に
学
び
、
歴
史
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

８
、
９
月
号
の
２
回
に
わ
た
り
、
戦
争

の
記
憶
を
紡
い
で
い
る
グ
ル
ー
プ
に
焦

点
を
当
て
、
戦
争
の
歴
史
を
ど
う
伝
承
し

て
い
る
の
か
、
活
動
者
の
想
い
か
ら
戦
争

の
実
際
を
伝
え
て
い
き
た
い
。 

広島・長崎の

原爆被害
71%

今世界で起こっている

戦争・紛争 15%

沖縄戦の被害 5%

東京大空襲の被害 3%

その他 6% グラフ タイトル

知っている

49%

知らない

51%

長野で空襲があったことを 

戦
争
の
歴
史 

～サマーチャレンジボランティア参加者１１０人に聞いた～ 

戦争と聞いたときにイメージするもの・・・ 

学
ぶ 

戦争に関するアンケートはサマチャレの申

込みにボラセンに来た学生等に SNS にて回

答をもらった。 

中学生 28人、高校生 76人、大学生他 6人 を に か
ら 

このかわらばんは「信毎ふれあいネット」のご好意で一部の地域に配布していただいています。 
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創
作
紙
芝
居
作
家
、

赤
澤
節
子
さ
ん
は
、
平

成
18

年
に
長
野
市
内

で
実
際
に
あ
っ
た
空
襲

の
話
を
も
と
に
「
十
五

の
夏
」
と
い
う
戦
争
に

関
す
る
紙
芝
居
を
作
り

ま
し
た
。 

             

     

福
祉
施
設
や
学
校
、

お
茶
の
み
さ
ろ
ん
な
ど

で
上
演
を
す
る
と
、
特

に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

集
ま
る
場
で
は
、「
そ

れ
は
私
の
で
す
」「
こ

の
絵
は
私
が
見
た
光
景

と
そ
っ
く
り
で
す
」
な

ど
、
体
験
者

と
し
て
の
声

が
沢
山
あ
が

り
ま
し
た
。

そ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
残
し

た
い
と
、
そ

の
都
度
、
紙

芝
居
を
足
し

ま
し
た
。
今

で
は
当
初
よ

り
十
枚
増

え
、
タ
イ
ト

ル
も
「
長
野
に
グ
ラ
マ

ン
が
や
っ
て
き
た
日
」

に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。
赤
澤
さ
ん
は
「
身

近
に
起
き
て
い
た
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
戦

争
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
機
会
を
じ
わ
じ
わ

と
広
げ
て
い
け
た
ら
い

い
な
」
と
話
し
ま
す
。 

こ
の
紙
芝
居
を
作
成

し
た
こ
ろ
は
、
戦
争
関

係
の
紙
芝
居
は
や
っ
て

ほ
し
く
な
い
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
け

れ
ど
、
現
在
は
、
逆
に

上
演
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
多
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。 

赤
澤
さ
ん
の
紙
芝

居
は
、
一
枚
の
絵
が
そ

の
人
の
人
生
に
重
ね
合

わ
せ
ら
れ
、
観
る
人
を

想
像
の
世
界
へ
と
い
ざ

な
っ
て
い
ま
す
。 

（
か
え
る
） 

      

昭
和
16

年
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
し
た
時
、
私

は
小
学
校
１
年
生
で
し

た
。
こ
の
頃
は
食
料
が

な
く
な
り
、
両
親
は
苦

労
し
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は

ご
近
所
の
子
と
一
緒
に

神
社
の
空
き
地
を
耕
し

土
手
を
作
り
川
か
ら
バ

ケ
ツ
で
水
を
入
れ
て
苗

を
植
え
ま
し
た
。 

当
時
は
ア
ワ
の
ご
飯

や
麦
の
ご
飯
、
大
豆
を

炒
っ
て
入
れ
た
ご
飯
、

さ
つ
ま
い
も
ご
飯…

私

は
大
豆
ご
飯
と
さ
つ
ま

い
も
ご
飯
が
美
味
し
く

て
好
き
で
し
た
。
や
き

び
で
お
餅
を
作
り
一
年

中
私
た
ち
６
人
兄
弟
に

食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
と
弟
が
「
も
っ

と
食
べ
た
い
よ
」
と
言

う
と
台
所
か
ら
ご
飯
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
今
思
う
と
そ
れ
は

両
親
の
分
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
困
っ
た

顔
を
し
な
い
で
私
た
ち

に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
て 

 

      本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
長
野
市
は
昭
和
20

年
８
月
13

日
正
午
頃
ア

メ
リ
カ
軍
の
空
襲
を
受

け
ま
し
た
。
私
は
小
学

校
５
年
生
で
し
た
。
こ

の
日
は
母
と
私
だ
け

で
、
母
は
お
位
牌
や
大

事
な
も
の
を
持
ち
、
私

は
食
い
し
ん
坊
だ
っ
た

の
で
缶
の
中
に
入
れ
て

い
た
炒
っ
た
大
豆
を
持

っ
て
防
空
壕
へ
行
き
ま

し
た
。
そ
の
時
に
若
い

陸
軍
兵
（
十
四･

五
歳
だ

と
思
い
ま
す
） 

 

      が
軍
旗
を
持
っ
て
近
く

に
居
た
の
で
母
は
防
空

壕
に
入
れ
て
あ
げ
ま
し

た
。
解
除
後
に
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
深
々
と
頭
を
下

げ
、
行
か
れ
ま
し
た
。

戦
争
、
争
い
ご
と
を
止

め
た
い
、
や
り
た
く
な

い
と
誰
も
が
思
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
今
の
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
が
音

楽
・
文
化
・
芸
術
で
世

界
の
人
達
と
仲
良
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
は

良
い
こ
と
で
す
ね
。 

（
鶴
田
た
け
子
） 

  

 
 

ま
だ
ま
だ
あ
る
戦
争
の
記
憶 

戦
争
に
対
す
る
意
識
調
査
か
ら
、
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
広
島
・
長

崎
の
原
爆
被
害
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
戦
争
の
実
際
を
ど
う
伝
え

て
い
く
の
か
？ 

戦
時
の
記
録
や
資
料
保
存
等
に
携
わ
る
人
、
更
に
風

化
さ
せ
ま
い
と
記
憶
を
紡
ぐ
活
動
を
続
け
る
人
に
焦
点
を
あ
て
て
見

た
。 ふ

く
ろ
う
お
ば
さ
ん
が 

紙
芝
居
で
伝
え
る
戦
争 

昭
和
の
戦
争
年
表 

満
州
事
変 

五･

一
五
事
件 

日
中
戦
争
開
戦 

国
家
総
動
員
法
公
布 

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件 

第
二
次
世
界
大
戦
開
戦 

長
野
飛
行
場
開
設 

日
独
伊
三
国
同
盟
調
印 

太
平
洋
戦
争
開
戦 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦 

長
野
市
初
の
空
襲
警
報 

女
子
勤
労
挺
身
隊 

学
徒
出
陣 

緊
急
国
民
勤
労
動
員 

学
童
集
団
疎
開 

東
京
初
空
襲 

松
代
大
本
営
工
事
開
始 

 

東
京
大
空
襲 

米
軍
沖
縄
上
陸 

広
島
原
爆
投
下 

長
崎
原
爆
投
下 

長
野
市
空
襲 

終
戦
詔
書
放
送 

降
伏
文
書
調
印 

 9/2 8/15 8/13 8/9 8/6 4/1 3/10 20年 19 18 17 16 15 14 13 12 ７ ６年 

鶴
田
さ
ん
の
戦
争
体
験
記 

 

一枚の絵が戦時下へ、想像の世界へ
といざなう 

炒
り
大
豆
缶
に
入
れ
、
空
襲
時
に
防
空
壕
へ 

戦
場
か
ら
の
手
紙 

※
１ 

※
１  

ま
だ
あ
る
戦
争
の
記
憶 
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こ
の
自
由
律
俳
句
の

作
者 

松
尾
あ
つ
ゆ
き

氏
は
長
崎
で
被
爆
し
、

三
人
の
子
ど
も
と
妻
を

亡
く
し
、
そ
の
亡
き
が

ら
は
自
ら
の
手
で
火
葬

し
た
。
そ
の
時
、
終
戦
の

詔
書
放
送
が
流
れ
た
。

妻
を
焼
く
火
を
見
つ
め

な
が
ら
「
今
に
な
っ
て

降
伏
と
は
何
事
か
。
妻

は
、
子
は
一
体
何
の
た

め
に
死
ん
だ
の
か
」
と

涙
し
た
。 

俳
人
の
彼
は
戦
争
俳

句
を
数
多
く
残
し
て
い

る
。
短
い
文
の
中
に
情

景
と
想
い
が
凝
縮
さ
れ

て
お
り
、
長
文
に
劣
ら

な
い
衝
撃
を
覚
え
て
し

ま
う
。 

松
尾
氏
は
戦
後
長
野

に
移
り
住
み
屋
代
東
高

校
に
赴
任
、
英
語
を
教

え
て
い
る
。
こ
の
時
の

教
え
子
が
竹
村
昌
男
氏

(

川
中
島
在
住)

で
あ

る
。
竹
村
氏
は
松
尾
あ

つ
ゆ
き
と
親
交
を
深

め
、
彼
の
戦
争
体
験
を

俳
句
と
共
に
「
花
び
ら

の
よ
う
な
命
」
と
い
う

本
に
ま
と
め
て
い
る
。 

「
被
爆
体
験
を
聴
く

会
」
代
表
の
土
田
昇
氏

は
２
０
２
３
年
、
竹
村

氏
と
松
尾
氏
の
孫
「
平

田
周
」
氏
を
長
野
に
招

き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
竹
村
氏
を
通
し
て

戦
争
体
験
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
こ
と
を
自
身
の

目
標
と
し
て
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。 

同
会
は
、
今
年
も
８

月
に
映
画
「
ひ
ろ
し

ま
」
の
上
映
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

 

（
み
つ
） 

         

   

赤澤節子さんの 
紙芝居上演会
2025年８月 27日(水) 

時間：10:00～12:00 
会場：長野市ふれあい福祉センター1 階 

参加費：無料 
問合せ：026-227-3707(わたり) 

「
戦
後
80

年
の
今
、
あ

え
て
戦
前
80

年(

く
ら

い)

を
見
る
」
を
テ
ー
マ

に
「
戦
前
80

年
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
信
州

戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
展
示
会
は
、

今
年
で
９
回
目
を
迎
え

ま
す
。
毎
回
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
展
示
し
て
い

ま
す
が
、
あ
え
て
武
器

や
兵
器
と
い
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
兵
隊
か
ら

家
族
へ
送
ら
れ
た
手
紙 

や
傷
痍
勲
章
、
チ
ラ
シ
、

冊
子
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ

な
ど
、
戦
時
中
の
日
本

を
知
る
大
変
貴
重
な
も

の
ば
か
り
で
す
。 

主
催
者
が
こ
う
し
た

資
料
を
集
め
た
き
っ
か

け
は
20

年
ほ
ど
前
に

木
製
の
銃
を
手
に
し
た

時
「
子
ど
も
に
こ
う
い

っ
た
銃
を
持
た
せ
て
は

い
け
な
い
と
強
く
感
じ

た
か
ら
」
と
振
り
返
え 

り
ま
す
。
そ
れ
を
機
に

色
々
な
戦
争
に
関
係
す

る
物
を
見
つ
け
て
は
集

め
を
繰
り
返
し
、
気
づ

け
ば
こ
れ
ま
で
に
集
め

た
手
紙
や
資
料
・
物
品

は
、
６
千
点
に
及
び
ま

す
。 今

回
の
展
示
会
は
、

敗
戦
を
境
と
す
る
戦
前

の
お
お
む
ね
80

年
間

の
実
物
資
料
が
多
数
展

示
さ
れ
ま
す
。 

戦
前
80

年
の
日
本

は
？
そ
も
そ
も
な
ん

の
戦
争
だ
っ
た
の
？

を
知
る
こ
と
が
で
き

る
展
示
会
を
開
催
し 

ま
す
。 

実
物
資
料
か
ら
当

時
に
思
い
を
巡
ら
せ
、

過
去
を
知
り
、
こ
れ
か

ら
（
未
来
）
を
考
え
る

場
に
、
ど
う
ぞ
足
を
踏

み
入
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

（
キ
ャ
パ
プ
ー
） 

 

モ
ノ
は
真
実
を
語
る 

降
伏
の
み
こ
と
の
り 

妻
を
や
く
火 

い
ま
ぞ
熾
り
つ 

 

戦
場
か
ら
の
手
紙 

※
２ 

         

※
１ 

１
９
３
９
年(

昭
和
14

年)

８
月

に
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
激
戦
地
へ
出
発

す
る
兵
士(

Ｏ
さ
ん)

が
故
郷
長
野
市
に

居
る
父
親
に
送
っ
た
最
後
の
手
紙 

※
２ 

ノ
モ
ン
ハ
ン
で
ソ
連
軍
か
ら
の

銃
撃
を
受
け
て
亡
く
な
っ
た
Ｏ
さ
ん
の

上
官
が
遺
族
に
宛
て
た
手
紙
の
一
部

（
Ｏ
さ
ん
の
最
期
を
生
々
し
く
伝
え
て

い
る
。） 

〈
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
〉 

モ
ン
ゴ
ル
国
境
で
起
き
た
日
本
の
関
東

軍
と
ソ
連
軍
の
衝
突
。
関
東
軍
は
ソ
連

軍
の
機
械
化
部
隊
と
の
戦
闘
で
大
き
な

損
害
を
受
け
敗
北
し
た
。 

第４０回  

長野空襲を語る集い 
2025年８月 13日(水) 

時間：9:30～11:30 
会場：長野市ふれあい福祉センター5 階 

参加費：無料 
問合せ：090-5550-6695(傳田) 

映画『ひろしま』 
上映会

2025年８月 24日(日) 
時間：14:00～17:00 
会場：長野市ふれあい福祉センター5 階 

参加費：無料 
問合せ：090-4011-6630(土田) 

展示会
2025年８月 13日(水) 

～20日(水) 
時間：9:30～17:00 
会場：ギャラリー８２ 









■ボランティア募集
知的障がいのある人達にスポーツトレーニングと競技

の場を提供。さまざまな競技を実施中ですが、まずは手

近なボウリングから（一度見学に来てみてください）

日時 8月31日(日)、9月14日(日)、28日(日)、

10月5日(日)、12日(日)、26日(日)9:00～11:00

場所 ヤングファラオ レーン№51～60使用予定

問合せ スペシャルオリンピックス日本・長野

TEL 026-225-1550 （担当：本堂）

■ボランティア募集！あがり症の交流会
軽いあがり症～社交不安症の会。悩み事、趣味話、認

知行動療法等メンタルヘルス勉強。楽しくランチ＆カフェ

巡り。BBQ、お出掛けイベント、映画、美術鑑賞。

日時 〔トーク〕8月31日(日)13：00～終了後カフェへ

場所 長野市ふれあい福祉センター

対象 18歳～50代 継続参加できる方

参加費 月会費500円（ボランティアも）、学生免除

問合せ SADサークルNagano（担当：宮下）

TEL 090-6539-1363

メール sad_nagano@yahoo.co.jp

■～自分と向き合う大切な時間～
五感で楽しむ中国茶
中国茶はストレスで閉ざされた心を広げて、縁をつな

げます。中国茶の世界は五感をフルに使い、自分と向き

合う大切な時間です。あなたも、ぜひ体験してみましょ

う。

日時 8月31日(日)、または9月3日(水)

両日とも14:00～16:00

場所 長野市生涯学習センター 3階第4学習室

講師 林圭子 氏

参加費 各回700円（当日持参） 対象 どなたでも

定員 各回24人（先着順） 申込締切 8月27日(水)

問合せ 長野市生涯学習センター（担当：竹田）

TEL 026-233-8080 FAX 026-233-8081

メール s-gakusyu-c@city.nagano.lg.jp

■カサンドラの会 お茶会
アスペルガー症候群（ASD)を支える配偶者や関係者

（ASDの当事者ではありません）が日常生活の中で困っ

ている事、なかなか話せない事を気軽にお話しませんか？

＊途中参加・途中退場もOK

日時 8月9日(土)13:00～17:00

9月6日（土）10:00～17:00

場所 ハーモニー桃の郷 3階交流ホール

（長野市川中島町今井1387-5）

参加費 300円（お茶菓子代）

問合せ・メール zxoa5036@yahoo.co.jp（澤山）

stagea7777@icloud.com（水野）

■お盆交流会とミニフリ―マーケットへ
いらっしゃ～い！！

昭和100年のお盆交流会です。みんなで平和な社会の

構築を願い乍ら楽しい時間を共有しましょう。今年は

「ミニフリーマーケット」も予定していますﾖ。

日時 8月15日(金) 11:50集合（時間厳守）

場所 ふれあい福祉センター 4階

対象 精神障がいに関心のある当事者・家族・一般

参加費 300円 申込締切 8月8日（金）

問合せ ホワイトナッツ（担当：本田）

TEL 026-226-8740

■“減塩は体に良いの？”
減塩は体に本当に良いのだろうか？塩化ナトリウム、

ミネラルの塩？夏は塩を取らないと倒れます。

果たして…疑う事も必要です。健康は情報を持ち選択

して行きましょう！

日時 8月9日(土)13:30～

場所 安茂里公民館 2階学習室

講師 中医学・理学博士 中嶋研二 氏

定員 20人 参加費 500円 申込締切 8月8日（金）

問合せ・TEL 090-2179-9741（担当：高遠）

FAX 026-227-6919

メール sowing.net@gmail.com

■介護、死別を語ろう。
こんにちは！介護、死別の経験談を共に語り、励まし

あう会を主催しております。よければ、ワイワイお話し

しませんか？ご連絡、お待ちしてます！

日時 8月29日(金)12:00～14:00

場所 長野市ふれあい福祉センター 5階会議室４

問合せ・TEL 080-5140-9026（担当：高山）

■カノンの会「大人の発達障がい当事者」
の交流会
発達障がいがあることで、困っていることや、悩んで

いる事、趣味や興味のある事などを気軽に話せる場所で

す。グレーゾーンの方もお気軽にご参加ください。

事前にお申込みが必要です。

日時 9月13日(土)13:20～16:40

場所 もんぜんぷら座 601号室

対象 当事者及びご家族の方 参加費 無料

問合せ カノンの会（担当：宮下）

TEL 080-8821-3327

■いちごカフェまつしろ 中止のお知らせ
8月23日（土）は主催者の都合により中止致します。

参加予定された方申し訳ありません。

次回、10月18日（土）は元気に開催致しますので、し
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    景色の良い小田切をスマホで 

     写真に撮って投稿しよう 
 

幾重にも連なる山並みの向こうに見えるアルプス遠景

は、とってもお勧め！古墳～鬼女紅葉～ 戦国武将の痕

跡が残る小田切地区。気軽にスマホで撮影してスナップ

を投稿してみましょう♪  

投稿サイトはこちらの二次元コードから→ 

 

《問合せ》 小田切地区住民自治協議会 

電話 026-229-1511（写真同好会：担当 竹内） 

 

 

主催 社会福祉法人長野市社会福祉協議会  ／ 共催 長野市 

HP掲載・無料配布中 

長野市ボランティアセンター 

ボランティアグループ一

覧 

 

令和 7年度ボランティアセンター 

登録団体の活動等を掲載した冊子ができました！ 

 
配布場所 ： 長野市ボランティアセンター 

掲載場所 ： 市社協ホームページ 

《問合せ》 

長野市ボランティアセンター 

TEL：026-227-3707 


